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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリーのCDKサブファミリーに属します。CDKサブファミリーのメンバーは、S. cerevisiae cdc28およびS. pombe cdc2の遺伝子産物と高い類似性を示し、細胞周期の進行に必須であることが知られています。このキナーゼは細胞増殖に関与することが示されており、その機能は細胞周期G2-M期に限定されています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2009年5月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。CMGC Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。CDC2/CDKXサブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,
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	CDK10抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：500に希釈したCdk10ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	1：500に希釈したCdk10ポリクローナル抗体を用いた293細胞のウェスタンブロット分析

